
2012年に創業100周年を迎えたヤンマー株式会社（以下、ヤンマー）。「美しき世界は感謝の心から」という創業からの
理念に基づき、産業用小形ディーゼルエンジン事業を中核に、「お客様の課題解決」や「社会への貢献」にグループ全体

で取り組んでいる。ヤンマー情報システムサービス株式会社（以下、YISS）は、ヤンマーグループの基幹系システム開発
から運用まで、より生産的で効率的なサービスの提供を推進。その一環となる倉庫システムの再構築に、SVFおよび
フォームマイグレーションサービスを活用することで、短期間かつコスト効果の高い帳票マイグレーションを実現した。

1日最大1万3,000枚の伝票を出力する倉庫システムにSVFを採用
移行作業を「フォームマイグレーションサービス」の利用により1/2の工数で完了

SVFソリューションサービス

UNIXサーバーの保守切れが課題
人に非依存のシステム再構築を検討

1986年9月、旧ヤンマーディーゼルおよび旧ヤ
ンマー農機の情報システム部門を分社化するこ
とで設立されたYISS。1960年以来、ヤンマーグ
ループで培われた生産管理から販売管理、経営
管理までの一貫した情報処理の経験と技術、ノウ
ハウに基づき、ヤンマーグループの情報戦略実現
に向け、最適な情報インフラと顧客満足度の高い
情報システムを、低コストかつ高品質で構築・運
用することを目指している｡

YISSは、UNIXサーバーをプラットフォームと
したクライアント／サーバー（C/S）システムによ
り、倉庫内で管理されている部品の入出庫業務を
円滑にするための倉庫システムを構築していた。こ
のUNIXサーバーの保守期間の終了に伴い、UNIX
サーバーのバージョンアップを行うか、新たにプ
ラットフォームを再構築することが必要だった。
販売管理システム部 部品システムグループの
池田明浩氏は、次のように語る。「UNIXサーバー
のバージョンアップに伴い、データベース（DB）の
バージョンアップやアプリケーションの修正が必
要でした。またDBの修正はDBの専門家が、サー
バーの移行はサーバーの専門家がと、人に依存し
ていたため、人に依存しないシステムへの移行も
必要でした」
また販売管理システム部 部品システムグルー

採用の背景
● UNIXサーバーの保守期間が終了したこと
に伴い、プラットフォームのバージョンアッ
プにおける再構築の検討が必要になった

● 帳票システムがC/Sシステムのため、修正
した帳票モジュールを対象の端末に再登
録しなければならない

採用のポイント
● C/Sシステムで動作する帳票システムをIBM i
から連携実績のある帳票システムへマイグレー
ションするためのツールとサービスが必要

● 帳票をサーバー側で一元管理できる仕組
みで、かつ短期間、低コストでシステムを
構築できることが必要

採用の効果
● フォームマイグレーションサービスの活用
で、約2人月と見積もった帳票マイグレー
ションを1人月で実現

● 1日あたり最大1万3,000枚の伝票を高速
かつ高信頼性で出力する仕組みを短期
間、低コストで実現

プの大西修二氏は、「UNIXサーバーをバージョン
アップした場合、次の保守切れでも同じ作業が必
要になります。IBM iはバージョンアップしても
上位互換性が保証されます。そのためアプリケー
ションをリコンパイルすることはあっても作り直
しはありません。将来性を考えてもIBM iに移行
することが有効と考えました」と話す。
さらにUNIXサーバーで稼働していた帳票シス

テムは、C/Sシステムで構築されており、出力す
る端末に出力イメージが登録されていた。そのた
め帳票に変更が発生すると帳票イメージを修正
し、対象となる端末に新しい帳票イメージを配布
しなければならず、帳票イメージの一元管理がで
きないことも解決すべき課題だった。

IBM iのサポートと稼働実績を評価して
SVFとフォームマイグレーションサービス
を採用

倉庫システムの再構築プロジェクトでは、
2012年7月よりSVF導入に向けた検討を開始し、
8月よりC/Sシステムの帳票からSVFの帳票への
マイグレーション作業を実施。9月より帳票単体
の出力テスト、アプリケーションからの出力テス
トなどを行い、2013年2月に本番稼働を迎えて
いる。
日本全国の拠点で約300名が利用する倉庫シ

ステムの帳票システム基盤として、他社製品も含
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移行してからはまったく問題なく稼働しています」
また池田氏は、「対象端末が複数拠点にある場

合、帳票イメージを配布するだけでかなりの作業
量になり、拠点ごとに特別な仕様がある場合、帳
票イメージを一括で配布すると特別仕様が消え
てしまいます。SVFは帳票イメージをサーバー側
で一元管理できるので、管理負荷を大幅に軽減
できました」と話している。
一方、フォームマイグレーションサービスを採

用した効果を大西氏は、「帳票マイグレーションを
社内で実施する場合、1.5人月から2人月くらい
を見積もっていました。フォームマイグレーション
サービスにより、約30種類の帳票マイグレーショ
ンを1人月で終わらせることができました。コスト
効果は非常に高かったと思います」と話す。
帳票マイグレーションに関して池田氏は、「想定

以上の出来で、100％と言っても過言ではない変
換率で納品してもらえました。帳票マイグレーショ
ンでは、まずはツールで変換を行い、変換できない
ところは手作業で変換しています。マイグレーショ
ンできない帳票に関しても、SVFX-Designerで
新たに作成してもらえました」と語る。
大西氏は、「外部業者に完成品を納品してもら

うシステム構築では、担当者のスキルレベルで品
質にバラツキがでやすいですが、フォームマイグ

めいくつかの製品を検討した結果、総合的に判断
してSVFの採用を決定。またC/Sシステムで出力
されている帳票をSVFの帳票にマイグレーショ
ンする作業の効率化を目的に、フォームマイグ
レーションサービスを活用することを決定した。
「倉庫システムの再構築にあたり、プラット
フォームをC/SシステムからIBM iに変更しまし
た。そこでIBM iから連携する、運用実績のある
帳票システムが必要でした。この2つのポイント
が決め手になってSVFの採用を決めました」と大
西氏は語る。
またフォームマイグレーションサービスが採
用された理由を池田氏は、「自社で帳票をマイグ
レーションすることも検討しましたが、問題が発
生した場合に検証時間がかかります。短期導入が
必要だったので、作業工数の低減を目的にフォー
ムマイグレーションサービスを採用することにし
ました」と話している。

帳票マイグレーションを1人月で完了
SVFで1万3,000枚の伝票を高速に出力

倉庫システムの帳票システム基盤にSVFを導
入した効果を池田氏は、次のように語る。「1日あ
たり最大1万3,000枚の伝票がSVF for Java 
Printで出力されています。伝票出力が止まってし
まうと出荷業務も滞ってしまいますが、SVFに

レーションサービスでは、品質のバラツキはまっ
たくありませんでした。またサーバーのサイジン
グからアフターサービスまで、何かあればすぐに
対応してもらえているため非常に心強いです」と
話している。

周辺システムの充実を検討
タブレット端末の利用にも期待

今後、YISSでは、倉庫システムの周辺システ
ムを充実していくことを検討している。池田氏は、
「たとえば倉庫業務で、この部品がいつ、どこで作
られて、どこに保管されており、いつ出荷されたか
といったトレーサビリティの実現を目指していま
す。その一環として、ヤンマー物流サービスをはじ
め、他社の取り組みを見学しています」と話す。
また大西氏は、「現在、トラックの乗務員がハン
ディーターミナルで積み込み伝票を受け取り、納
品後に伝票をFAXで事務所に送信し、そのFAX
を見て担当者が完了報告を入力しています。タブ
レット端末を使って帳票イメージに書き込む仕
組みをSVFで実現することができれば、積み込
みから完了報告までの自動化と、作業の効率化
が期待できます」と話している。

導入製品

フォームマイグレーションサービス

SVFソリューションサービスの一つであり、他社
の帳票システムで利用している帳票フォームを、

SVFの帳票フォームに移行する支援サービスで
す。通常、他社帳票フォームを移行するためには、

帳票フォームを再び開発する必要があるため、お

客様にとって作業の負担を強いる上に、開発期間

の確保が必要となります。そのような問題を、この

フォームマイグレーションサービスを利用するこ

とで解決できます。本サービスを利用することで、

他社帳票フォームの移行を、「短期間で」「手戻りな

く」「正確」に行い、プロジェクトを円滑に進めるこ

とができます。

※SVFソリューションサービスとは帳票システム「SVF」の
新規導入やバージョンアップなど、「SVF」を効率的に構
築・利用および継続していただくための技術支援サー
ビスです。

SVFソリューションサービス

ヤンマー情報システムサービス株式会社

「これまでの帳票システムは、C/Sシステムで稼
働していたために、帳票に変更が発生すると修
正モジュールを対象の端末に配布しなければな
らず、この作業が大きな負担になっていました」

SVFソリューションサービス導入後の驚きの声!

課題 解決
「SVFではサーバー側で帳票モジュールを一元管
理できるので、帳票に変更があった場合でもサー
バー側のモジュールを更新するだけで新しい帳票
を使用でき、作業負荷が大幅に削減されました」
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SVFを利用した帳票システム

センター

拠点

①データ作成

②データ取得

③帳票生成・印刷

④帳票出力

SVFX-Designer

業務アプリ

帳票生成

印刷管理

Universal Connect/X
上位とのI/F

帳票フォーム
ファイル
帳票フォーム
ファイル

SVF for Ｊａｖａ  Print

フォームマイグレーションサービス実施後の帳票
（変換率ほぼ100%を実現）


